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KP-200 LCD ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ付ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
 
1. 概要 
 
KP-200は TDP/TTP ｼﾘｰｽﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌﾟﾘﾝﾀをｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ環境で使用するために
開発された LCD ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ付ｷｰﾎﾞｰﾄﾞです。ﾌﾟﾘﾝﾀから電源供給できるため余
分な AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを接続することが無いほか、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ等を接続できる
RS232C ﾎﾟｰﾄを 1 ﾎﾟｰﾄ装備しています。 
TDP/TTP ｼﾘｰｽﾞに標準付属するﾗﾍﾞﾙﾃﾞｻﾞｲﾝｿﾌﾄ LabelView を使えば簡単に
ｸﾞﾗﾌｨｶﾙなﾗﾍﾞﾙﾌｫｰﾑを作成し、ﾌﾟﾘﾝﾀにﾌｫｰﾑとして登録することができます。

また、TDP/TTP ｼﾘｰｽﾞがｻﾎﾟｰﾄする BASIC ﾗｲｸなﾌﾟﾘﾝﾀ言語 TSPLを駆使す
ればよりﾌﾚｷｼﾌﾞﾙで、使い勝手の良いあなた独自のｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝﾌﾟﾘﾝﾀを創り上

げることが可能になります。 
 
 
 
 

 

英数字表示対応 LCD 
20桁×2行 RS232C ﾎﾟｰﾄ 

 
 
2. 仕様 
 
� ｻｲｽﾞ 261mm(L) × 142.2mm(W) × 31mm(H) 
� 重量 440g 
� ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ STN ﾀｲﾌﾟ 20桁 × 2行 
� 消費電流 250mA max. 
� 消費電力 361.5mW 
� 動作温度 5℃ ~ 40℃ 
� 保管温度 -40℃ ~ 60℃ 
� 湿度 10 ~ 95% 結露無し 

 
 

1 



 
KP-200 

3. 操作手順 
 
① 最初にﾃﾞｻﾞｲﾝしたﾗﾍﾞﾙﾌｫｰﾑをﾌﾟﾘﾝﾀのﾌﾗｯｼｭROMにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞし
ます。ﾗﾍﾞﾙのﾃﾞｻﾞｲﾝ方法やﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ方法は各ﾌﾟﾘﾝﾀの取扱説明

書を参照ください。 
② ﾌﾟﾘﾝﾀの電源をｵﾌにします。 
③ ﾌﾟﾘﾝﾀの RS232C ﾎﾟｰﾄにKP-200のｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ(COM1)を接
続します。 
④ ﾌﾟﾘﾝﾀの電源をｵﾝにすれば準備完了です。下記を参考に KP-200
を操作してみましょう。 

 
ﾌﾟﾘﾝﾀの電源をｵﾝにすると、KP-200のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに下記にﾒｯｾｰｼﾞが表
示されます。 
 
 

KP-200 FOR CLEVER 

……………………….. 

 
 
 
 
 
KP-200はｾﾙﾌﾃｽﾄが終わると、次のﾒｯｾｰｼﾞを表示します。 
 
 

“FORM” = Select Labels  
 
 
 
 
 
FORM ｷｰを押すとﾌﾟﾘﾝﾀにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされているﾗﾍﾞﾙﾌｫｰﾑを表示し
ます。複数のﾌｫｰﾑがある場合は、「↑」「↓」ｷｰで選択し、RETURN
ｷｰで決定します。 
ﾗﾍﾞﾙﾌｫｰﾑが選択されると、ﾗﾍﾞﾙﾌｫｰﾑで定義されている入力項目のﾌﾟ

ﾛﾝﾌﾟﾄ表示を開始します。 
 
ﾌﾟﾘﾝﾀﾒﾓﾘ内にﾗﾍﾞﾙﾌｫｰﾑが 1 つも登録されていない場合は、下記のﾒ
ｯｾｰｼﾞを表示します。 
 
 

No Label Existing ! 

Press “EXIT” 

 
 
 
 
 
EXIT ｷｰを押すことで、ﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻ることができます。 
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4. ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ 
 
下記にﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰの意味を示します。 
 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ 意味 
FORM ﾌﾟﾘﾝﾀﾒﾓﾘにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされているﾗﾍﾞﾙﾌｫｰﾑを呼び出します 
F1, F2 未使用 
CLEAR 入力ﾃﾞｰﾀを 1行ｸﾘｱします 
ALT 未使用 
 
 
5. RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
 
ﾌﾟﾘﾝﾀ接続用 RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
下記に通信ﾊﾟﾗﾒｰﾀを示します。 
 
ﾎﾞｰﾚｰﾄ  : 9,600bps 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ : 1 ﾋﾞｯﾄ 
ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ : 8 ﾋﾞｯﾄ 
ﾊﾟﾘﾃｨ  : 無し 

 
ﾘｰﾀﾞ接続用 RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
下記に通信ﾊﾟﾗﾒｰﾀを示します。 
 
ﾎﾞｰﾚｰﾄ  : 4,800bps 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ : 1or 2 ﾋﾞｯﾄ 
ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ : 8 ﾋﾞｯﾄ 
ﾊﾟﾘﾃｨ  : 無し 

 
下記にﾋﾟﾝ配列を示します。 
 
ﾋﾟﾝ 1  : +5V, 150mA 
ﾋﾟﾝ 2  : N/A 
ﾋﾟﾝ 3  : RxD 
ﾋﾟﾝ 4  : ﾋﾟﾝ 6,8とｼﾞｬﾝﾊﾟ 
ﾋﾟﾝ 5  : GND 
ﾋﾟﾝ 6  : ﾋﾟﾝ 4,8とｼﾞｬﾝﾊﾟ 
ﾋﾟﾝ 7  : N/C 
ﾋﾟﾝ 8  : ﾋﾟﾝ 4,6とｼﾞｬﾝﾊﾟ 
ﾋﾟﾝ 9  : +5V, 150mA 

 

 
1. ﾌﾟﾘﾝﾀの電源をｵﾌした状態で、ﾘｰﾀﾞやｷｰﾎﾞｰﾄﾞの接続を行ってください。 
2. ﾘｰﾀﾞの RTS/CTS ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸや XON/XOFF制御はｵﾌにしてください。 
3. ﾘｰﾀﾞからのﾃﾞｰﾀには、必ずCR(0DH), LF(0AH)を付加送信して下さい。 
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